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＜連絡事項＞

· 1/5（金）病院書初め大会実施。本日から1/3（水）の間、病院2階に書初め道具を用意してあるので、各自書初めを行うこと。

· 12/30（土）17:10より、病院4階ユーティリティにて納会実施。ビンゴゲーム大会を実施するので、希望者はビンゴカードを幹事の沢上さんから購入のこと（1枚100円）。

· 今日と明日で、デイケア棟内の大掃除を行う。

＜外来情報＞

・鈴木　恵美子様～2週間処方が続いていたため、今回から1週間処方に戻すことを説明する。本人からは「来週（1/4）は正月でデイケアを休むので、2週間処方がいい」と話しあり、今回のみ2週間処方で次回より1週間処方へ戻すこととする。

・平　康子様　　～来週（1/4）は正月でデイケアを欠席するとのことで、2週間処方継続する。

・奥山　以依子様～今回より1週間処方へ戻している。

・鹿原　博夫様　～風邪気味とのことで、風邪薬処方となっている。

・長瀬　紘一郎様～先週木曜夜にどらやきの餡が喉に詰まった話をされている。担当医より、ゆっくり食べるようアドバイスある。

＜利用者様情報＞

・大釜　久直様～昨日ご家族にデイケアでの状態報告を行っている。
ご家族からは、11月頃から自分の意見を無理に通そうとすることが見られるようになり、入院の可能性も考えて様子を見ていたとの話がある。また、1/4（木）八戸赤十字病院外来受診となっているが、現在の状態を報告することで処方変更になった場合の、本人の状態変化が心配であると話されている。年始は1/1からスタッフが対応できる為、何かあれば連絡していただくよう伝えている。
⇒年末年始の様子について年明けに再度連絡をとる。また、当院への転院を考えていた時期もあった為、当院の転院も可能であることを説明していく。

・柳町　信之様～12/14（木）より欠席続いており、昨日状態確認のため本人に連絡をとっている。　欠席理由について「まだ肛門から水が出ます」「いつ出血するかわからなくて、行けません」と話されている。食事のみでも来所するよう促すが「自分でご飯も作っていて、生活リズムも乱れていないから大丈夫です」と頑なに拒む様子が見られている。本日外来受診の為、受診後顔を出して欲しいことを伝えるが、はっきりとした返事が返ってこない。

⇒これまでも欠席が続く時期があったが、「食事だけでも」との勧めに素直に従い通所利用できることもあった。これまでのやりとりを記録から振り返り、来所できていたときとできていなかったときのパターンについて見直してみる。
⇒疲れや体調不良の訴えを傾聴し、年末年始はとりあえず休んでいただく。年明けに再度連絡をとり、様子について知りたいので顔を出していただくようスタッフの希望も伝えていく。

＜利用者様事例検討＞

鈴木　茂子様（50）　統合失調症　　デイケア利用中

H18．1．25より再利用（2回目）開始

利用目的～浪費や金銭の遣り取りなど、金銭管理のフォローをする（保護者からの希望）

利用計画～定期通所を続け、生活リズムを整える。

利用日　～火曜以外の週4日利用。火曜は隔週で訪問看護利用。

【現状】

①金銭管理について

· 以前は通所メンバーへお金を貸すことが多かったが、最近は金銭トラブルがない。

· 保護者に金を無心することもなくなっている。

②通所利用について

· 利用率は、利用開始当初は50％/月であったが、現在は10％台となっている。

· 12月は2日のみ利用で、12/22～1/4まで「年末年始の休み」と欠席されている。

· 欠席時は必ず本人から連絡がある。以前は「母の看病」の理由が多かったが、最近は「外科受診（痔の治療）」との理由で欠席される。

· 欠席が続く場合は通所スタッフより保護者（姉様）に状況報告をし、姉様からも本人へ通所を促していただいている。ただし、最近は姉様から連絡をとることが少ない様子。「あの人はいつもそうですから」とあまり切迫感が見られない。

· 本人との面談時は「通所登録は必要」と話し、通所を促すと一時は定期通所を続けている。一方で「（デイケアは）つまらない」と他者に話すこともある。

【対応】

· 再利用開始にあたって、姉様が金銭管理のフォローを希望していたが、現在トラブルが無いことで姉様も本人に強く通所を促すことが少なくなっているようである。

· 本人に通所希望があるうちは、週1回でも状態確認をする機会を持つことは必要である。

⇒本人にとってのデイケア利用の意味・目的について再度面談を行い、確認していく。

